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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第２四半期 3,779 88.3 1,132 285.9 1,137 287.8 746 342.8 

27年３月期第２四半期 2,007 17.6 293 △4.9 293 △4.3 168 △10.4 
 
（注）包括利益 28年３月期第２四半期 768 百万円 （306.9％）   27年３月期第２四半期 188 百万円 （△0.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第２四半期 65.55 － 

27年３月期第２四半期 14.80 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年３月期第２四半期 6,879 2,506 36.4 219.98 

27年３月期 5,642 2,060 36.5 180.83 
 
（参考）自己資本 28年３月期第２四半期 2,506 百万円   27年３月期 2,060 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 － 0.00 － 14.00 14.00 

28年３月期 － 0.00       

28年３月期（予想）     － 14.00 14.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 6,586 35.2 1,235 40.9 1,225 45.8 749 71.5 65.78 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期２Ｑ 12,370,000 株 27年３月期 12,370,000 株 

②  期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 975,094 株 27年３月期 975,094 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 11,394,906 株 27年３月期２Ｑ 11,394,906 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は完了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記資料には、本資料発表日現在の将来に関する見通し、計画に基づく予想が含まれています。当該予想と実績の間

には、今後様々な要因によって大きく差異が発生する可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業業績や雇用環境の改善が見られ、景気は緩やかな回復傾

向が続きました。一方で、中国の景気減速や新興国経済の不安定化により、先行きの不透明な状況は続いておりま

す。

 また、医薬品業界におきましては、薬価基準の引き下げや後発品の普及促進などの薬剤費削減策の強化、主力製

品の特許切れ問題及び世界的な新薬の承認審査の厳格化などにより、医薬品開発の競争はますます激化しておりま

す。 

 当社グループが属する医薬品開発業務受託（ＣＲＯ；Contract Research Organization）業界及び医薬品販売支 

援（ＣＳＯ；Contract Sales Organization）業界は、医薬品開発・販売のアウトソーシング化及び国際共同治験

（注１）の増加を背景として、市場規模は緩やかに拡大しております。 

 このような状況の下、当社グループのＣＲＯ事業につきましては、日本、アジア、米国、欧州におけるグローバ

ル受託体制の構築を強力に推進したことにより、国内案件、海外案件及び国際共同治験のいずれも受注が好調を維

持したため、日本の業績好調に加えて、海外子会社の大幅な赤字額の縮小及び黒字化を達成し、売上及び利益が大

幅に増加しました。育薬事業（注２）につきましては、製販後の臨床研究を中心とした案件の受託により人員の稼

働率が上昇した結果、売上及び利益に貢献することとなりました。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は3,779百万円（前年同四半期比88.3％増）、営業利

益は1,132百万円（同285.9％増）、経常利益は1,137百万円（同287.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は746百万円（同342.8％増）と増収増益となりました。 

（注１）「国際共同治験」とは、主要市場国における早期・同時上市を図るため、臨床試験を複数の国または地域

において同時並行的に行うことをいいます。

（注２）第１四半期連結会計期間より従来のセグメントの名称を変更し、「ＣＳＯ事業」を「育薬事業」としてお

ります。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ1,237百万円（21.9％）増加し、6,879

百万円となりました。これは、主に現金及び預金の増加等によるものであります。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ790百万円（22.1％）増加し、4,372百

万円となりました。これは、主に預り金の増加等によるものであります。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ446百万円（21.6％）増加し、2,506

百万円となりました。これは、主に利益剰余金の増加によるものであります。 

（キャッシュ・フローの状況の分析） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より 

1,074百万円増加し、2,830百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は1,231百万円（前年同四半期は146百万円の獲

得）となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益1,137百万円の計上及び預り金の増加額803百万円があっ

たものの、売上債権の増加額439百万円及び法人税等の支払額205百万円があったこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果獲得した資金は105百万円（前年同四半期は56百万円の使用）

となりました。これは、主に連結の範囲の変更に伴う子会社株式の取得による収入137百万円があったこと等による

ものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は269百万円（前年同四半期は176百万円の使用）

となりました。これは、主に配当金の支払額159百万円があったこと等によるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

① 概要 

 当第２四半期連結累計期間において、当社の経営戦略の現状と見通しについて重要な変更はありません。引き続

き、当社グループは受託業務の選択と集中を推し進め、既存のＣＲＯ、ＣＳＯとの差別化を図ることにより、順調に

推移すると予測しております。 

 平成28年３月期通期の業績予想につきましては、海外を中心とした積極的な事業拡大のための先行的な支出を行う

予定があることに加え、案件の中止・中断の可能性及び業務の進捗等、多くの不確定な要素が存在するため、本年５

月15日に発表いたしました内容は変更しておりません。 

② 受注残高の推移 

 当社グループのＣＲＯ事業において受託する治験業務では、１年から３年程度の治験実施期間において、症例数や

対象疾患に起因する治験の難易度などにより受託総額が決定します。この実施期間についてクライアントと委受託契

約を締結し、契約に従い毎月売上が発生します。育薬事業においても、同程度の期間についてクライアントと委受託

契約を締結し、契約に従い毎月売上が発生します。 

 受注残高は、既に契約を締結済みの受託業務の受注金額の残高であります。これは、今後１年から３年程度の期間

で発生する売上高を示しており、当社グループの今後の業績予想の根拠となる指標であります。 

 下表のとおり、平成27年３月期末の受注残高に比べ平成27年11月12日時点の受注残高は22.5％増加しております

が、これは、既存の委受託契約を順調に消化し受注残高の金額が売上高として計上されたものの、これを上回る受託

案件の新規契約があったことによるものです。上記のとおり、アウトソーシング化及び国際共同治験の増加を背景に

足下の受注環境は良好であり、営業活動の結果、既存・新規の顧客から受託案件の打診を受けていることから、ＣＲ

Ａ（注）の増員などにより、受託体制の強化に努めてまいります。 

 

（注）ＣＲＡ（Clinical Research Associate）とは、臨床開発モニターと訳されます。医薬品開発段階での治験 

が、薬事法その他の関連法令及び治験実施計画書を遵守して行われているかどうかを監視（モニタリング）する担当 

者のことをいいます。

 

表．受注残高の推移

（単位：百万円）

 

平成27年

３月期末

（Ａ）

平成28年３月期
増減率％

(Ｂ-Ａ)/Ａ第２四半期末
平成27年11月

12日時点（Ｂ）

受注残高 9,898 12,472 12,129 22.5

内訳

小野薬品工業 626 3,517 3,375 438.5

中外製薬 2,116 1,886 1,818 △14.1

武田薬品工業

グループ
1,635 1,316 1,308 △20.0

塩野義製薬 1,218 912 834 △31.5

その他 4,301 4,839 4,792 11.4
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを

行っております。 

 当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子

会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取

得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載しております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(3)、連結会計基準第44－５項(3)及び事

業分離等会計基準第57－４項(3)に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計方針を

遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を利益剰余金に加減しております。 

 この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれん162,743千円が減少し、為替換算調整勘定20,349千

円が増加するとともに、利益剰余金が183,092千円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に及ぼす影響は軽微であります。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,754,964 2,829,137 

売掛金 1,177,894 1,628,803 

有価証券 1,065 1,065 

前払費用 52,559 73,550 

繰延税金資産 55,703 69,280 

立替金 90,564 101,427 

その他 268,235 47,622 

貸倒引当金 △14 △200 

流動資産合計 3,400,971 4,750,687 

固定資産    

有形固定資産 52,625 64,612 

無形固定資産    

のれん 1,509,258 1,329,825 

その他 246,402 293,752 

無形固定資産合計 1,755,661 1,623,577 

投資その他の資産    

差入保証金 280,212 287,055 

その他 152,900 153,442 

投資その他の資産合計 433,113 440,498 

固定資産合計 2,241,399 2,128,688 

資産合計 5,642,371 6,879,376 

負債の部    

流動負債    

1年内返済予定の長期借入金 157,468 142,468 

1年内償還予定の社債 350,000 350,000 

未払金 376,802 226,736 

未払費用 116,919 135,987 

未払法人税等 228,631 446,838 

未払消費税等 175,903 113,314 

前受金 305,890 274,408 

預り金 222,414 1,026,752 

賞与引当金 108,579 128,802 

その他 17,594 33,972 

流動負債合計 2,060,203 2,879,280 

固定負債    

長期借入金 1,213,376 1,143,392 

退職給付に係る負債 235,932 255,954 

その他 72,345 94,152 

固定負債合計 1,521,654 1,493,498 

負債合計 3,581,858 4,372,778 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 214,043 214,043 

資本剰余金 73,000 73,000 

利益剰余金 2,120,314 2,524,650 

自己株式 △289,174 △289,174 

株主資本合計 2,118,182 2,522,518 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △57,669 △15,921 

その他の包括利益累計額合計 △57,669 △15,921 

純資産合計 2,060,512 2,506,597 

負債純資産合計 5,642,371 6,879,376 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 2,007,671 3,779,882 

売上原価 1,317,342 1,980,836 

売上総利益 690,329 1,799,046 

販売費及び一般管理費 396,933 666,779 

営業利益 293,396 1,132,267 

営業外収益    

受取利息 431 455 

為替差益 1,439 16,182 

営業外収益合計 1,870 16,637 

営業外費用    

支払利息 1,852 4,832 

投資有価証券評価損 － 6,094 

営業外費用合計 1,852 10,927 

経常利益 293,414 1,137,977 

特別損失    

固定資産除却損 388 － 

特別損失合計 388 - 

税金等調整前四半期純利益 293,025 1,137,977 

法人税、住民税及び事業税 136,038 415,341 

法人税等調整額 △11,713 △24,321 

法人税等合計 124,324 391,020 

四半期純利益 168,701 746,957 

親会社株主に帰属する四半期純利益 168,701 746,957 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 168,701 746,957 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 20,146 21,398 

その他の包括利益合計 20,146 21,398 

四半期包括利益 188,847 768,356 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 188,847 768,356 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 293,025 1,137,977 

減価償却費 7,903 40,613 

のれん償却額 14,201 50,936 

長期前払費用償却額 1,473 1,593 

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,897 20,294 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △36 199 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 16,035 22,236 

受取利息及び受取配当金 △431 △455 

支払利息 1,852 4,832 

固定資産除却損 388 － 

投資有価証券評価損益（△は益） － 6,094 

為替差損益（△は益） △2,101 △19,156 

売上債権の増減額（△は増加） △26,140 △439,170 

たな卸資産の増減額（△は増加） 597 － 

未払消費税等の増減額（△は減少） 53,586 △63,271 

立替金の増減額（△は増加） △3,895 △10,953 

前払費用の増減額（△は増加） △12,517 △21,457 

未払金の増減額（△は減少） △21,601 △149,337 

前受金の増減額（△は減少） － △42,007 

預り金の増減額（△は減少） △91,123 803,141 

その他 △30,556 98,166 

小計 212,558 1,440,277 

利息及び配当金の受取額 434 454 

利息の支払額 △1,863 △4,567 

法人税等の支払額 △64,653 △205,160 

営業活動によるキャッシュ・フロー 146,474 1,231,004 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △11,900 △18,996 

無形固定資産の取得による支出 △10,720 △3,214 

長期前払費用の取得による支出 △39 △500 

差入保証金の差入による支出 △39,433 △11,330 

差入保証金の回収による収入 5,356 2,177 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
－ 137,244 

投資活動によるキャッシュ・フロー △56,736 105,380 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △15,000 △84,984 

配当金の支払額 △159,165 △159,250 

リース債務の返済による支出 △2,651 △24,987 

財務活動によるキャッシュ・フロー △176,816 △269,221 

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,248 7,010 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △74,829 1,074,173 

現金及び現金同等物の期首残高 1,608,398 1,756,030 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,533,568 2,830,203 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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